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一般国道４号

西那須野道路②

：再評価

①事業採択後、３年以上経過した時点で未着工
②事業採択後、５年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で、３年間が経過している事業
④再評価実施後、３年間が経過している事業
⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価
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１．位置図１．位置図
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区 間 ：自）栃木県那須塩原市三区町

至）栃木県那須塩原市西富山
計画延長 ：4.6km
幅 員 ：24.0m
道路規格 ：第３種第１級
設計速度 ：80km/h
車 線 数 ：4車線
事 業 化 ：平成１８年度
事 業 費 ：約140億円
計画交通量：28,200～37,100台/日

と ち ぎ け ん な す し お ば ら し さ ん く ち ょ う

と ち ぎ け ん な す し お ば ら し に し と み や ま

（2）計画の概要

標準横断図

（1）目的

・交通渋滞の緩和
・交通安全の確保
・地域開発の活性化

２．事業の目的と計画の概要２．事業の目的と計画の概要
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３ ．事業進捗の状況３ ．事業進捗の状況

昭和42年度 都市計画決定 平成18年度 事業着手

平成21年度 用地買収着手 平成22年度 工事着手予定

（１）「西那須野道路」の事業経緯
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（２）「西那須野道路」の周辺状況

３ ．事業進捗の状況３ ．事業進捗の状況

NN至 東北道
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道の駅
那須野が原博物館

400

400

44

44

三
島
交
差
点

三
島
北
交
差
点

烏
ヶ
森
公
園
交
差
点

・烏ヶ森公園周辺は、主に住居地域。
・三島地区周辺は、ごばんの目拠点地区として整備されており、住宅及び工場が立地している。

カゴメ那須工場

烏ヶ森公園
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（市）西富山・西三島線
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３．事業の必要性に関する視点３．事業の必要性に関する視点
（１）国道４号の渋滞状況
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資料：H21プローブデータ

・西那須野道路と並行する国道4号は、多くの区間で交通渋滞が発生している。
・当該区間の損失時間は約101千人時/年・kmであり、全国平均（20.3千人時間/年・km）

の約５倍となっている。大型車混入率も28.1％（全国平均：17.0％)と高くなっている。
・西那須野道路の整備により、並行する国道４号の渋滞緩和が見込まれる

西那須野道路並行区間（国道４号）

NN

大田原市

那須塩原市

矢板市

全国平均：
20.3千人時/年・km

損失時間
約101千人時/年・km
（全国平均の約5倍）

大型車混入率
28.1%

【那須塩原市太夫塚】

【渋滞分布図 凡例】

西那須野塩原ＩＣ

那須塩原市三区町付近の渋滞状況

烏ヶ森公園
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三島交差点付近の渋滞状況
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【大型車混入率】

那須塩原市太夫塚
現道（国道４号）
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並行区間（国道４号) 大田原市

那須塩原市

矢板市

並行区間平均：27.1件/億台キロ二区

烏ヶ森公園

西那須野塩原ＩＣ

３．事業の必要性に関する視点３．事業の必要性に関する視点
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・西那須野道路と並行する国道4号では、主要な交差点付近で死傷事故率が高い状況にある。
・三島交差点付近の死傷事故率は、約949件/億台･kmであり、全国平均（102.6件/億台･km ）の
約9倍である。

・死傷事故件数は4年間で218件（H17～H20）発生。追突事故が全体の６割以上を占める。
・西那須野道路の整備により、事故の減少が見込まれる。

（２）国道４号の事故発生状況

64.7%
18.3%

5.5%

5.0%
4.6%

1.9%

国道４号の事故類型（H17～H20年）
事故総数：218件

三島・三島北交差点付近で死傷
事故率が高く、自動車、歩行者等
が危険な状況にある。

三島交差点
約９４９件/億台･km

三島（北）交差点
約９１９件/億台･km

追突

出会い頭

右折時

左折時

正面衝突

その他
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島
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200～

【凡例】

【単位：件／億台キロ】

（栃木県平均：68.5件/億台･km）
（全国平均 ：102.6件/億台･km）
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３．事業の必要性に関する視点３．事業の必要性に関する視点

・西那須野道路の周辺地域は、東北自動車道の西那須野塩原ICへのアクセスが良く、沿道
に多数の工業団地が集積しています。

・西那須野道路や周辺道路（国道400号）などの整備により、東北自動車道までの利便性
が向上し更なる交通需要の増大が見込まれる。

7

（３）周辺の開発状況

（資料） 栃木県HP等より作成

西那須野道路

●西那須野道路周辺の主な工業団地

市町村名 団地名 総面積(ha) 分譲開始
那須塩原市 赤田工業団地 15.4 S51年4月～
那須塩原市 四区工業団地 20.4 S53年4月～
那須塩原市 井口工業団地 50.0 H1年4月～
大田原市 野崎工業団地 98.4 S49年9月～
大田原市 野崎第二工業団地 70.0 H1年5月～
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４．費用対効果（事業費変更）４．費用対効果（事業費変更）
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【コスト増の理由】

・「烏ヶ森公園」への影響を極力避けるための道路構造の見直し（切土→ＢＯＸ構造）
・地域分断対策のための地下横断施設の追加

など （約54億円増）

■道路構造の見直し

〈見直し前〉 〈見直し後〉

烏ヶ森公園 烏ヶ森公園

至

東
京

至

東
京
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福
島

至

福
島

至 烏ヶ森神社 至 烏ヶ森神社

写真①

①

参道を分断

②

写真②

BOX

切土構造のため、公園に
対する影響が大きい

BOX構造のため、公園に対
する影響が少ない

BOX上に参道
を確保

参
道 参

道

■横断施設の追加

三島小 三島中
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島

（
市
）
塩
原
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0 200m100m

西那須野道路については、一部既
存の市道を拡幅する計画であり、
当該地区は、「ごばんの目状の街
路地区」として整備されている。
地元要望により地域分断対策のた
めの横断施設を追加。

至 ＪＲ西那須野駅

至 東北道 西那須野塩原IC
車線が2車線→4車線に増え、道路の幅が拡
がり、中央分離帯が設置されるため、今まで
に比べ東西の人・車の交流が阻害される。

当該地区については、西
側に東北道があり、東側
に国道４号やJR東北線
が位置している
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■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件

・基準年次 ：平成22年度
・供用開始年次 ：平成29年度
・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ
・交通量の推計時点：平成42年度
・計画交通量 ：28,200～37,100（台/日）
・事業費 ：140億円
・費用便益比 ：1.9

４．費用対効果（計算条件）４．費用対効果（計算条件）

【参考：前回評価(H18)】
平成17年度
平成27年度
供用後40年間
平成11年度道路交通ｾﾝｻｽ
平成42年度
31,400～48,800（台／日）
86億円
3.8
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■事業全体■事業全体

10

基準年：平成22年度

便益便益((ＢＢ))
走行時間短
縮便益

走行経費減
少便益

交通事故減
少便益

総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）200億円 21億円 38億円 259億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

1.9
121億円 14億円 135億円

■残事業■残事業

便益便益((ＢＢ))
走行時間短
縮便益

走行経費減
少便益

交通事故減
少便益

総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）200億円 21億円 38億円 259億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

2.5
91億円 14億円 105億円

注1）費用及び便益額は、整数止めとする。

注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

４．費用対効果４．費用対効果
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５．事業進捗の見込みの視点５．事業進捗の見込みの視点
・西那須野道路の用地取得率は前回評価時０％（H18）から12％（H22.8）に増加

・今年度から、一部工事に着手予定

・今後も、用地買収・工事を実施し、早期の全線完成供用を目指す。

■事業の計画から完成までの流れ（西那須野道路）

年度 S48 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H28

都市計画決定

事業化 事業着手

事業計画説明会

測量・調査・設計
路線測量
地質調査

設計・用地説明会

用地交渉
用地幅杭

設置
用地着手 12%

工事説明

工事
工事着手

予定
完成

（供用）

※完成年度は、費用便益比算定上設定した年次である
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６．今後の対応方針（原案）６．今後の対応方針（原案）
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（1）事業の必要性等に関する視点

・西那須野道路と並行する現道４号については、渋滞や事故が発生している。
・また、当該道路周辺では、多くの工業団地や流通拠点が開発されている。
・費用対効果(B/C）は1.9である。

（2）事業進捗の見込みの視点

・用地収得率は１２％（平成22年8月現在）であり、今年度（H22）に工事着手を予定
・今後も、用地買収・工事を実施し、早期の全線完成供用を目指す

（4）対応方針（原案）

・事業継続

・事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

（3）都道府県・政令市からの意見
・栃木県知事の意見：一般国道４号は本県の発展を支える広域幹線道路として重要な路線であ

り、これまでも栃木県から機能強化や渋滞対策を要望してきたところで
あります。特に西那須野道路付近の国道４号は渋滞状況が激しく早急な
対策が必要です。
つきましては早期完成に向け事業を継続していただけるようお願いしま
す。なお、事業の推進にあたっては、引き続きコスト縮減に努めていた
だきますようお願いします。




